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論 文 内 容 の 要 旨

可微分多様体の間の可微分写像の特異点を r-jetバンドルで示すものとして, r次のThom-Boardman

特異集合がある｡申請論文は, 2次の Thom-Boardman特異集合を構成する多様体の次元を調べること

によって,Thom-Boardman特異集合の余集合のホモ トピー型を詳しく調べようとするものである｡

NおよびPを可微分 (C∞-)多様体とし,NからPへの可微分 (Cco-)写像全体の作る集合 C飴(N,P)

に C̀追一位相を入れる. 可微分写像の (r+1)一次以上の導関数を無視してえられる rjet全体を Jr(N,P)

とするとき,Jr(N,P)はNの上のファイバーバンドルとなる,可微分写像 f∈C∞(N,P)とNの点Ⅹにつ

いて,Ⅹにおけるfの r-jetjxrfを考えるとき,jrf(Ⅹ)-jxrfで与えられるjrfは Jr(N,P)における切断

を与える｡従って,IIN を Jr(N,P)における切断の作る空間とするとき,連続写像

jr:Coo(N,P)-IIN

がえられる｡Jr(N,P)の開部分バ ンドルflが与えられたとき,ftにおける可微分切断の作る空間 11N(良)

と,jrf:N-Jr(N,P)の像がfiに入るようなfの作る Coo(N,P) の部分空間 C∞凸(N,P)について,逮

続写像

jr:Coofl(N,P)-TN(良)

が,どの程度弱ホモ トピー同値に近いかということが,特異点の理論における1つの一般的課題である｡

ここで,flは特異点集合 Eの余集合,Eとしては Thom-Boardman特異集合からえられるものを考える.

非負整数列 Ⅰ-(il,･--,ir)に対応する Thom-Boardman特異集合 EIは,まず局所的な r-jetのベク

トル空間 Jr(n,p),n-dimN,p-dimP,において,Jacobュanextensionまたは intrinsicderivationを

用いて定義され,次に大域的に拡大される｡

上記の課題は r-1の時には Gromovの理論によって知られる所であるが,r>1については,最近 du

Plessisが弱ホモ トピー同値を与える1つの十分条件を述べた研究があるのみである｡

申請者安藤良文は,r-2の場合に着目し,jrを詳しく調べたOそのため,申請者はJ2(n,p)のThom-
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Boardman特異集合 ∑Ⅰ,Ⅰ-(i,j),ほ互いに交わらない部分多様体の和

EI-UEI(t,C)
t,ぐ∈N

に分解されることを示し,EI(t,C)の性質を調べることによって,上記の課題の r-2における1つの解

答を与えた.例えば,h≦j,卜i+t<0,C≦tの範囲にある 2'i･h)(t,C)の J2(n,p)における余次元の最小

値を α十n+1とおくとき,

(j2)*:771(CoonI(N,P))-7Ei(llN(nI))

は,iくすのとき同型,j-αのとき全射であることが示される｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

特異点の理論における1つの課題として,可微分多様体 N,Pの問の可微分写像 fの特異点の除去の問

題がある｡この課題は,第 1段階として, fの r-jetjrfを r-jetバ ン ドル Jr(N,P)-Nの断面と考えて,

jrfを変形によって Thom-Boardman特異集合 JEIと交わらないようにとること, 第2段階として,そ

のように変形してえられたfをfの Thom-Boardman特異集合 EI(f)-(jrf)-1(JEI)が空となるように

変形すること,の2つの段階に分けられる｡

申請者安藤良文の論文は,この第 2段階に関するものである｡UEX の補集合をflIとするとき,

jr:C∞nI(N,P)-IIN(nI)

において,弧状連結成分の対応が 1対 1であること,いいかえると,次の対応

(jr)*:7Ti(C∞flI(N,P))-7;i(rN(flⅠ))

が i-0のとき全単射であることを示すことが,上記の第2段階に相当する｡ 申請者は,これを高次のホ

モ トピーに拡張した問題, 即ち (jr)*がどの範囲の iまで全単射であるかとい′うことを研究し,∫-2の

場合に,E Iの多様体による分割を与えることによって,(jr)*が全単射であるiの範囲を確立したもので

ある｡

申請者の取 り扱った問題については,r-1の場合の結果とr>1における duPlessisの結果があるが,

r-2の場合の申請者の結果は duPlessisより十分よい結果であり,特に申請者の与えた分割によって,

この問題の本質がより良く把握できるようになったのである｡

以上の様に,申請者の研究は可微分写像の特異集合の理論を確実に一歩進めたものであり,同時に将来

の展望も与えるものとして,この方面の今後の発展に寄与する所大であると考えられる｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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